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放送局のファイルベースシステム導入が進むとともに、その必要性が指摘されてきたデ
ータ保管とアーカイブシステム。その貴重な映像資産を活かし、将来へ継承していくた
めに最適な保存に適したメディアと何か。「Inter BEE 2015」のスポンサーセッションと
して開催されたセミナーとブースツアーで深める「4K・8Kを見通す映像コンテンツ デー
タ保管とアーカイブの展望」は、その大きな命題に真っ向から挑んだ。
（構成：高瀬徹朗・本誌特別レポーター、写真：大高英樹）
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